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平成18年度前期　力学(宗像)試験問題

解答用紙(Å3) 1枚(両面記入可)に氏名･学希番号と解答を記入

して提出すること

点に固定された太陽からの万有引力(中心カ)により惑星が円運動をしてい
′サ

惑星の軌道面に二次元の棲座標系(r,e)をとり､基本ベクトルをC,,ecとす

棋ると､
これらは直交座標系の基本ベクトルi,jと､

e,=cos郎+Sinej, eCかSinei+cosCj　千丁　恰

という関係にある｡以下の問いに答えよ｡

(1)毛,=9cc,毛Cかeerであることを示せ｡

(2)位置ベクトルはr=fY,と書ける｡ (1)の関係を用いて､加速度ベクトルの

凍3)

庭･

成分G,, acを求めよ｡

惑星の運動方程式を書いてそこからからケプラーの第2飴財を導き､その

物理的意味翫明せよ｡

(4)惑星の運動方粒式からケプラーの第声洛則を導け｡

(5)惑星運動の力学的全エネルギーをEとするとき､軌道半径はいくらか?

位置rにある質をmの惑星が､原点にある質量Mの太陽の万有引力Iりこよって

運動しているo以下の間に答えよo

(1 ) Fの轟埠をポテンシャルU--GMm/,から導け｡

(2) (1)からFが中心力であることを示せ｡また､この時｢面積速度｣ rユ∂/2

が一定に保たれることを示せ｡

周3.固定点0のまわりに自由に回戟できる質量Mの剛体が､重力加速度gの～様

な重力場中で振り子運動をしている(物理振子)｡ Oと剛体の重心の間の距離をh､

剛体の0まわりの慣性モーメントをI､撮れ角を少として以下の間に答えよ｡

(1)鉛直下方をX軸､水平方向をy軸とするデカルト座標系をとり､剛体内のi

点に働くカをFiとすると､重力のモーメントNZが､

Nz =∑(xIFi, -ylF&)I-MBhsin声　と書けることを示せ｡

(2)振り亨の運動方複式を書け｡

(3)微小振動(Q彩0)の周期を求めよ
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